
生活交通のあり方について

＜１＞　全国のバス交通の状況 ・・・・ 参１

＜２＞　休廃止対策における対応状況 ・・・・ 参２

＜３＞  交通手段の特性調査　 ・・・・ 参７

＜４＞　生活交通に関する住民意識調査結果 ・・・・ 参13

＜５＞　オンデマンド交通社会実験チラシ ・・・・ 参16

＜６＞　オンデマンド交通社会実験エリア①東区の分析等 ・・・・ 参23

＜７＞　オンデマンド交通社会実験エリア②南区の分析等 ・・・・ 参31

＜８＞　広報チラシ（不便地対策） ・・・・ 参40

別 添 資 料

令 和 6 年 1 月 16 日

福岡都市圏における公共交通に関する調査

住宅都市局

交 通 対 策 特 別 委 員会

（ 参 考 資 料 ）



60 

99 101 91 81 70 65 58 48 42 42 43 43 43 43 43 31 33

36

16.8 

26.4 
29.4 28.8 29.1 28.8 30.4 29.6 29.0 30.2 28.6 27.3 27.2 27.0 26.8 26.2

20.8 21.1 21.8

0

5

10

15

20

25

30

35

0

20

40

60

80

100

120

S35S40S45S50S55S60 H2 H7 H12H17H22H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4

営
業

走
行

キ
ロ

（
億

km
）

輸
送

人
員

(億
人

)

輸送人員 (億人) 営業走行キロ (億km)

1.38

0.76
0.82

1.07

1.36
1.60

1.90
2.06

2.33

2.72

2.98
3.10

2.26
2.09

2.38

0.84

0.44 0.48
0.59

0.72
0.83

0.97
1.08

1.22
1.35

1.45 1.45

1.08 1.03
1.19

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

自動車運転 全職業平均

＜１＞ 全国のバス交通の状況 

 全国のバス利用者数は、モータリゼーションの進展等により、昭和40年代をピークとし

て減少を続け、現在はピーク時の約３割という状況であり、ほとんどのバス事業者が赤字

を計上している。 

 平成14年に道路運送法が改正され、バス事業の規制緩和が進み、新規参入が容易となっ

た一方で、路線の休廃止が許可制から事前届出制となった。 

 また、近年、運転手不足も深刻になってきており、全国的にもバス路線の休廃止対策や

生活交通の維持・確保が課題となっている。 

 

（１）全国の乗合バスによる輸送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全国の乗合バス事業者の収支状況（令和４年度） 

 バス事業全体の損益（億円） 事業者数 

収入 支出 損益 黒字 赤字 計 

民営 5,033 5,709 △676 34 (28) 178 (173) 212 (201) 
公営 1,287 1,528 △242 0 ( 0) 16 ( 16) 16  (16) 
計 6,320 7,237 △917 34 (28) 194 (189) 228 (217) 

  ※ 保有車両３０両以上の事業者を対象とし、高速バス及び定期観光バスを除く。  

※（）内の数字は、２以上のブロックにまたがる事業者について、その重複を除いた結果の事業者数を示す。 

 

（３）有効求人倍率の推移 

 

 

参考資料 

（出典：国土交通省統計情報） 

 

（出典：国土交通省統計資料） 

 

（出典：厚生労働省統計情報） 

 
※有効求人倍率：公共職業安定所で取り扱う求職者数に対する求人数の割合で 

1人の求職者に対してどれだけの求人があるかを示す指標 
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＜２＞ 休廃止対策における対応状況  

① 今宿姪浜線 【代替交通の確保】 
 
（１）経緯 
・平成 17年 10月に昭和自動車(株)が西区を走る６路線の休廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 18年 11月１日）。 休廃止された場合、西区今宿上ノ原等で 
新たに公共交通空白地が生じる。 

※ 今宿姪浜線乗合マイクロバス連絡協議会：平成 19年９月 28日設置 
・複数の廃止路線を統合した形の路線にて、平成 18年 11月から１年間の社会実験を 
行い、平成 19年 11月から代替交通の本格運行開始。 

・平日及び土曜日の運行経費を補助対象とし、経費と収入の差額を市が支援。 
・平成 26年４月から日曜祝日の運行経費についても補助対象とした。 
・平成 28年４月から補助限度額を廃止し、経費と収入の差額を市が支援。 

 
（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 

 今宿上ノ原 大谷バス停周辺 計 

人口 987(1,125)人 約 330(約 230)人 1,317(1,355)人 

高齢化率 47.2(32.6)% － － 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  昭和自動車（株） 運行事業者  （株）姪浜タクシー 
路線 
今宿野外活動センター ～ 今宿 
今宿野外活動センター ～ 今宿 ～ 野北 
姪浜 ～ 今宿 ～ 前原 

路線 
今宿野外活動センター ～ 今宿駅前 

～ 姪浜駅北口 (約 10km) 

車両 中型バス 車両 小型バス１台 
運行時間帯 
始発  7:40（今宿野外活動センター発） 
最終 18:12（今宿発） 

運行時間帯 
始発  7:10（今宿野外活動センター発） 
最終 19:48（今宿駅発） 

運行本数・利用者数 
平日   11.5往復・47人/日 
土曜日  11.0往復・46人/日 
日祝日  11.0往復・35人/日 

運行本数・利用者数（令和４年度） 
平日   10.0往復・ 77人/日 
土曜日   8.0往復・ 60人/日 
日祝日   8.0往復・ 49人/日 

収支率 55％（国庫補助別） 収支率（令和４年度） 36％ 
（令和４年度実績） 経費: 16,245千円 

収入:  5,919千円 
（差額: 10,326千円） 

                                                               補助額：10,326千円 
                                  （うち県費補助 2,055千円） 
 

参考資料 

姪浜駅北口 

今宿上ノ原 

大谷バス停 

今宿野外活動センター 

今宿駅前 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 

※運賃は令和５年 12 月時点 

運賃  
大人 160 円～360 円 
(今宿野外活動センター 
～姪浜駅北口) 
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② 板屋脇山線 【代替交通の確保】 
 
（１）経緯 
・平成 19年３月に西日本鉄道(株)が那珂川支線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 20年４月１日）。廃止された場合、早良区板屋で新たに 
公共交通空白地が生じる。 
※ 板屋脇山線乗合タクシー連絡協議会：平成 20年１月 23日設置 

・地域との協議の結果、那珂川町方面への路線から脇山方面への路線に変更。 

また、需要や道路状況から、乗合タクシーによる運行に変更。 

・平成 20年４月に代替交通運行開始、平成 20年８月に事前予約制を導入。経費と 

収入の差額を市が支援。 
・令和元年６月に脇山方面と那珂川方面の２系統に運行内容見直し。 
 

（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
 板屋 

人口 12(86)人 

高齢化率 83.3(27.9)% 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  飯倉タクシー（株） 
路線 
板屋 ～ 那珂川営業所（那珂川町） 

路線 
板屋ふるさと館前 ～ 脇山小学校前 (約 12km) 
板屋ふるさと館前 ～ 中ノ島公園（約 13km） 

車両 中型バス 車両 小型タクシー(乗合)１台 
運行時間帯 
始発  7:24（板屋発） 
最終 15:28（那珂川営業所発） 

運行時間帯 
始発  9:20（板屋ふるさと館前発） 
最終 16:50（脇山小学校前発） 

運行本数・利用者数 
全日    4.0往復・2.3人/日 

運行本数・利用者数（令和４年度） 
全日  2.0往復(事前予約制)・24人/年 

収支率 ―（市委託路線） 収支率（令和４年度） 12％ 
（令和４年度実績）経費:   89千円 

収入:  11千円 
（差額:  78 千円） 
補助額： 78千円 

 

 

 

中ノ島公園 

板屋 

那珂川市 佐賀県 

板屋ふるさと館前 

脇山小学校前 

参考資料 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 

※運賃は令和５年 12 月時点 

運賃  
大人 500 円 
(板屋ふるさと館前 
 ～脇山小学校前、 
板屋ふるさと館前 
～中ノ島公園) 
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③ 志賀島島内線 【代替交通の確保】 
 

（１）経緯 
・平成 19年 10月に西日本鉄道(株)が志賀島島内線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 20年 11月１日）。廃止された場合、東区勝馬、弘地区で 
新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 志賀島地域バス連絡協議会：平成 20年４月 30日設置 

・地域は、西戸崎までの運行や西鉄による運行継続を要望したことから、平成 20年 
 11月に西鉄グループ西鉄バス宗像(株)による代替交通運行開始。経費と収入の差額を 
市が支援。（平成 29年度から西鉄㈱が運行） 

 ・平成 27年３月に大岳止(２便)をＪＲ西戸崎まで延伸し、駅構内へ全便乗り入れ。 
 
（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 

 勝馬 弘 合計 

人口 210(274)人 234(411)人 444(685)人 
 
 
 

高齢化率 40.0(26.3)% 46.2(28.5)% 43.2(27.6)% 
 

＜路線図＞ 

 

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  西日本鉄道（株） 

路線 
勝馬 ～ 海浜公園西口 

路線 
勝馬 ～ 志賀島小学校前・西戸崎駅前 (約 11km) 

車両 中型バス２台 車両 中型バス１台 

運行時間帯 
始発  6:04（勝馬発） 
最終 21:01（西戸崎駅発） 

運行時間帯 
始発  5:47（勝馬発※志賀島小学校前止め） 
最終 22:16（西戸崎駅前発※志賀島小学校前止め） 

運行本数・利用者数 
平日   14.5往復・134人/日 
土曜日  13.5往復・108人/日 
日祝日  13.0往復・ 68人/日 

運行本数・利用者数（令和４年度） 
平日   10.5 往復・156人/日 
土曜日   7.0 往復・ 69人/日 
日祝日   7.0 往復・ 51人/日 

収支率 28％ 収支率（令和４年度） 36％ 
 
（令和４年度実績）経費:  21,359 千円 

収入等:  7,729千円 
（差額: 13,630千円） 
補助額：13,630千円 

（うち県費補助 1,359千円） 

 
 

 

 

西戸崎駅前(構内) 

弘 

勝馬 

志賀島 
小学校前 

参考資料 

運賃 大人 
170 円～450 円 
(勝馬～西戸崎駅前) 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 

※運賃は令和５年 12 月時点 
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④ 脇山支線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 
・平成 21年３月に西日本鉄道(株)が脇山支線の廃止申し出 
（休廃止予定日:平成 22年４月１日）。廃止された場合、早良区飯場、曲渕、石釜、 
西、椎原で新たに公共交通空白地が生じる。 
※ 早良区南部地域バス連絡協議会：平成 21年７月 28日設置 

・地域は、早良営業所までの運行や西鉄による運行継続を要望したことから、平成 22 年
４月に西鉄による代替交通運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 30年３月に運行内容見直し(バスルート切替え、大字西地区乗合ﾀｸｼｰ導入：予約型) 
・令和４年 10月に運行内容見直し（曲渕線乗合タクシー導入） 
 

（２）地域の状況 ※数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
 飯場 曲渕 石釜 西 椎原 合計 

人口 43(87)人 70(104)人 589(750)人 504(759)人 188(279)人 1,394(1,979)人 
 
 
 

高齢化率 69.8(33.3)% 47.1(33.7)% 42.3(29.7)% 45.8(25.0)% 44.7(31.2)% 45.0(28.5)% 
 
＜路線図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜運行内容＞ 
  

H22.4.1～ 

参考資料 

H30.3.17～ R4.10.1～ 

飯場 

曲渕 石釜 
西 

椎原 

曲渕 

陽光台 

早良営業所 

椎原 

脇山小学校前 

飯場 

曲渕 石釜 
西 

椎原 

曲渕 

陽光台 

早良営業所 

椎原 

脇山小学校前 

神の原 

富士ヶ丘 

飯場 
曲渕 石釜 

西 

椎原 

曲渕 
陽光台 

早良営業所 

椎原 

脇山小学校前 

飯場 

内野小学校前 

：①脇山支線（椎原系統） 
：②大字西地区乗合タクシー 
：③曲渕線乗合タクシー 
：他系統バス路線 

：①脇山支線 
：②大字西地区乗合タクシー  
：他系統バス路線 

：脇山支線 
：他系統バス路線 

休廃止申し出時

路線名 　脇山支線 　①脇山支線（椎原系統） 　②大字西地区乗合タクシー 　③曲渕線乗合タクシー

運行事業者 　西日本鉄道㈱ 　西日本鉄道㈱ 　飯倉タクシー㈱ 　飯倉タクシー㈱

路線

　曲渕～陽光台～早良営業所

　椎原～脇山小学校前～早良営業所

　椎原～脇山小学校前～陽光台

　　　  ～早良営業所

　椎原～脇山小学校前

　～早良営業所(約８km)

　西地区(神の原)

  ～内野地区(富士ヶ丘)

 (約3km)

　飯場～曲渕～陽光台

　～内野小学校

  ～早良営業所(約13km)

車両 　中型バス２台 　中型バス１台 　小型タクシー（乗合）１台 　ジャンボタクシー（乗合）１台

運行時間帯
　始発  5:54（曲渕発）

　最終 21:38（早良営業所発）

　始発  6:15（椎原発）

　最終 19:10（椎原発）

　始発  7:00（西地区発）

　最終 17:00（内野地区発）

　始発  7:00（曲渕発）

　最終 19:45（早良営業所発）

運行本数・

利用者数

　平日 　 22.0往復･214人/日

　土曜日 21.0往復･125人/日

　日祝日 19.5往復･145人/日

　平日 　  8.5往復･104人/日

　土曜日  5.0往復･ 48人/日

　日祝日  5.0往復･ 30人/日

　平日    4.0往復

　土日祝 3.0往復

　平日　   9.5往復･35人/日

　土曜日  7.0往復･26人/日

　日祝日  7.0往復･16人/日

収支率 21% 23% 15% 12%

補助金額等

 

           経費：26,197千円

 　 　　収入等： 6,040千円

 　　　　（差額：20,157千円）

 　　　補助額：20,157千円

 （うち県費補助2,627千円）

　

                経費：463千円

　  　　　　　　収入： 68千円

  　　　　　  （差額：395千円）

 　　　　　  補助額：395千円

 

        　  経費：8,409千円

 　 　 　収入等：   979千円

 　　　　　（差額：7,430千円）

 　　　 　補助額：7,430千円

令和４年10月以降

※収支率、補助金額等については令和４年度１年間分のもの。

※曲渕線乗合タクシーの経費はバス停設置等の初期経費含んだ額。

※事前予約

349人/年

※区域運行

運賃 大人 
①170 円～370 円      ②250 円           ③150 円～300 円 
（椎原～早良営業所）    （西地区～内野地区）   （飯場～早良営業所） 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 

※運賃は令和５年 12 月時点 
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⑤ 金武橋本線 【代替交通の確保】 

（１）経緯 
・平成 22年３月に西日本鉄道（株）が金武線・橋本線の廃止申し出 
（休廃止予定日：平成 23年４月１日）。廃止された場合、西区飯盛、吉武で新たに 
公共交通空白地が生じる。 
※ 金武・橋本地域バス連絡協議会：平成 22年９月６日設置 

・地域は、西鉄による運行継続を要望したことから、平成 23年４月に西鉄による代替交通
運行開始。経費と収入の差額を市が支援。 

・平成 30年３月に橋本駅へ全便乗り入れ。(改正前乗入数(往復):平日 5.5、土曜 4.0、日祝 4.0) 
 

（２）地域の状況 ※ 数値は令和２年国勢調査。(  )は平成 17年国勢調査。 
 飯盛 吉武 合計 

人口 413(551)人 
 
 
 

794(716)人 
 
 
 

1,207(1,267)人 
 
 
 

高齢化率 42.6(31.0)% 39.0(34.1)% 40.3(32.8)% 
 

＜路線図＞ 

 

    

＜運行内容＞ 
休廃止申し出時 現在 

運行事業者  西日本鉄道（株） 運行事業者  西日本鉄道（株） 
路線 
（橋本線）金武営業所 ～ 橋本駅・野方 
  ～ 姪浜駅南口・国立医療センター 
（金武線）四箇田団地 ～ 天神 

路線        ※補助区間は【 】内のみ 
金武営業所 ～【かなたけの里公園 ～ 
橋本駅・野方】～ 姪浜駅南口・医療ｾﾝﾀｰ場内 
【補助区間：約 5km】 

車両 大型バス 車両 大型バス ※他路線と併用 
運行時間帯 
（橋本線）始発  6:15（金武営業所発） 

最終 19:56（国立医療センター発） 
（金武線）始発  7:30（四箇田団地発） 

最終 20:23（天神発） 

運行時間帯 
始発  6:14（金武営業所発） 
最終 19:49（医療センター場内発） 

 

運行本数・利用者数 
（橋本線）平日    7.5往復・102人/日 

土曜日   5.5 往復・ 83人/日 
日祝日   5.5 往復・ 44人/日 

（金武線）平日    4.0往復・ 33人/日 
土曜日   3.0 往復・ 28人/日 
日祝日   3.0往復・ 15人/日 

運行本数・利用者数（令和４年度） 
平日    8.0往復・ 122 人/日 
土曜日   5.5往復・  64人/日 
日祝日   5.5往復・  52人/日 

収支率 21％ 収支率（令和４年度） 40％  
（令和４年度実績） 経費:  9,949千円 

収入等:  3,981千円 
（差額:  5,968千円） 
補助額： 5,968千円 

 

かなたけの 
里公園入口 

金武営業所 

橋本駅 

野方 

吉武 

飯盛 

南金武 

参考資料 

運賃 大人 
170 円～260 円 

(かなたけの里公園～橋本駅) 

※千円未満は四捨五入処理を行っている 

※運賃は令和５年 12 月時点 
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＜３＞交通手段の特性調査  ※令和３年度 

 

１．道路運送法における乗合事業の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 
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２．交通サービスの特性 
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３．事業性（持続可能性）の確保 
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４．地域特性に応じた生活交通 
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＜４＞生活交通に関する住民意識調査結果  ※令和元年度 

 

（１）調査概要 

調査対象：福岡市内在住の高齢者（60歳以上）の男女、7,000人（回答率 72％） 

抽出方法：住民基本台帳による無作為抽出 

調査期間：令和元年 11月 27日～12月 18日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主な調査結果 

①自宅から最寄りバス停までの距離 

自宅から最寄りバス停までの距離は、約 300m以下が半数以上を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自宅から最寄り鉄道駅までの距離 

自宅から最寄り鉄道駅までの距離は、約 500m以下が半数以上を占める。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

【表 1】 

参考：標本構成 

男 女 無回答

40.0% 58.4% 1.6%

60歳台 70歳台 80歳台 90歳以上 無回答

40.9% 38.1% 17.4% 2.6% 1.0%

東区 博多区 中央区 南区 城南区 早良区 西区 無回答

20.3% 11.6% 10.4% 17.9% 9.1% 15.3% 14.2% 1.2%

（全体N=5,039）

男女別

年齢別

区別

6.5 10.2 15.0 10.5 14.5 6.6 7.8 9.9 5.1 13.9

0% 50% 100%

16.2 19.7 20.4 11.5 12.9 5.4 4.4
4.2

1.6
3.7

0% 50% 100%

【図 1】 

【図 2】 

全体（ｎ=3,183） 
約 300ｍ以下 

全体（ｎ=1,046） 
約 500ｍ以下 

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
４００ｍ程度 ５００ｍ程度 ６００ｍ程度
７００ｍ程度 ８００ｍ程度 ９００ｍ程度
１０００ｍ程度・以上

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
４００ｍ程度 ５００ｍ程度 ６００ｍ程度
７００ｍ程度 ８００ｍ程度 ９００ｍ程度
１０００ｍ程度・以上
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③居住地域では鉄道やバスの公共交通が便利だと思うか 

鉄道やバスの公共交通は、全体で約８割の方が概ね便利と回答している。 

距離別にみると、バス停までの距離が 500m 未満の方で８割超、鉄道駅までの距離

が１km未満の方は、約８割が概ね便利と回答している。 

そのうち、バス停までの距離が 300～500m未満の方、鉄道駅までの距離が 500m～ 

1㎞未満の方は、８割超が概ね便利と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100ｍ程度(n=68)

200ｍ程度(n=107)

300ｍ程度(n=157)

400ｍ程度(n=110)

500ｍ程度(n=152)

600ｍ程度(n=69)

700ｍ程度(n=81)

800ｍ程度(n=104)

900ｍ程度(n=53)

1000ｍ程度・以上

(n=145)

100ｍ程度(n=516)

200ｍ程度(n=625)

300ｍ程度(n=650)

400ｍ程度(n=367)

500ｍ程度(n=410)

600ｍ程度(n=170)

700ｍ程度(n=140)

800ｍ程度(n=135)

900ｍ程度(n=51)

1000ｍ程度・以上

(n=119)

85.3 11.6

82.4 14.1

80.8 15.8

81.7 15.5

74.4 20.5

65.3 31.7

60.7 34.3

60.0 37.8

56.8 41.2

47.9 47.1

思う
思わ

ない

77.3 17.154.3 23.0 6.4 10.7
2.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

97.1 0.0

97.2 1.9

95.0 3.8

91.8 7.2

90.1 9.2

91.4 8.6

90.1 8.7

86.5 12.5

75.5 20.7

71.7 23.5

60.9
67.4

87.8
81.177.3

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

駅・バス停まで

1000m程度・以上

(N=279)

バス停まで500～

1000m未満

(N=906)

駅まで500～

1000m未満

(N=459)

バス停まで300

～500m未満

(N=1,017)

全 体

(N=5,039)

どちらかとい
えばそう思う 

（
鉄
道
駅
ま
で
の
距
離
別
） 

（各距離別の満足度） 

【図 3】 

【図 4】 

（
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
別
） 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない
そう思わない わからない 無回答

８割超が概ね便利 

そう思う 

約
８ 
割 
 

約８割が概ね便利 

思う（そう思う+どちらかといえばそう思う） 

不
便
地
に
相
当 

空白地に相当 

空白地に相当 

８ 
割 
超 

全体(N=5,039)
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1km

以上

全体(N=5,039) 70.3

60～64歳(n=943) 85.6

65～69歳(n=1,118) 82.5

70～74歳(n=1,095) 76.5

75～79歳(n=824) 64.1

80～84歳(n=557) 53.0

85～89歳(n=319) 34.8

90歳以上(n=134) 10.5

年

齢

構

成

別

3.5

1.0

0.7

2.6

3.0

7.7

9.4

22.4

2.4

1.0

1.4

1.8

1.9

3.4

7.5

11.9

2.9

0.7

1.5

2.5

4.6

4.7

6.6

7.5

5.6

2.9

3.8

4.0

7.8

7.5

13.1

13.4

4.5

4.0

3.4

4.9

5.1

5.4

6.3

2.2

10.9

11.1

9.8

10.1

11.9

12.4

14.7

4.5

7.0

4.9

8.1

8.3

7.5

7.9

4.1

3.0

52.4

69.6

64.6

58.1

44.7

32.7

16.0

3.0

10.8 

4.8 

6.7 

7.7 

13.5 

18.3 

22.3 

32.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１００ｍ程度 ２００ｍ程度 ３００ｍ程度
５００ｍ程度 ８００ｍ程度 １０００ｍ程度
１５００ｍ程度 １５００ｍ以上 無回答

④外出の頻度 

日常の買い物の頻度は「週に２～３日」の割合が高く、通院（病院や介護施設等）

の頻度は「月に１～２日」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤外出の時間帯 

日常の買い物、通院（病院や介護施設等）の外出時間帯は、出発時間において 

10時台のピークはあるが、全体的に分散している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥無理なく休まずに歩ける距離 

約７割の方が１km以上歩けると回答しており、年齢が高くなるほど無理なく歩け 

る距離は短くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3 43.0 13.3 4.7 4.3 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に２～３日 
日常の買い物 

全体（N=4,872） 

1.9 6.6 5.9 55.9 22.5 7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月に１～２日 
通院(病院や介護施設等) 

全体（N=4,872） 

ほぼ毎日 週に２～３日

週に１日 月に１～２日

買い物・通院等の外出はない 無回答

3.4 2.4

6.6

23.4

14.2

3.3

8.4
9.3

6.1 5.6
4.1

2.7 1.80.9 0.3 0.6

4.4

11.4
11.9

8.9
6.9

9.0

12.6
10.4

7.5
4.64.1

11.3

21.8

25.0

8.3

1.4
4.1

6.4
3.0 2.0 0.8 0.2 0.10.4 0.2

2.2

9.5

18.1 17.1

11.2

5.2

7.1
8.5

5.6

2.0
0.5

0

5

10

15

20

25

30

８時以前 ８時台 ９時台 １０時台 １１時台 １２時台 １３時台 １４時台 １５時台 １６時台 １７時台 １８時台 １９時以降

買い物の時間帯

出発時間(n=4,664） 帰宅時間(n=4,664） 出発時間(n=3,777） 帰宅時間(n=3,777）

（％）

（日常の買い物） （通院(病院や介護施設等))

時間帯は分散している 

１km以上が約７割 

【図 5】 

【図 6】 

【図 7】 
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＜５＞オンデマンド交通社会実験チラシ ＜エリア①東区＞
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＜エリア②南区＞
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＜エリア③中央区・城南区＞
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2

＜６＞オンデマンド交通社会実験エリア①東区の分析等
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R4 30
R5 40
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